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主要ニュース【１２月末時点の新型コロナウイルス感染者数は，６３２，２６３名】 

【内政】 

●議会選挙が行われ、ＰＳＤが第一党、ＰＮＬが第二党、ＵＳＲＰＬＵＳが第三党という結果となった。また、

新興政党ＡＵＲが躍進し、議会第４党となった。 

●議会選挙後、オルバン首相は首相職を辞任し、チウカ暫定内閣が発足した。 

●選挙後二週間弱に及ぶ連立交渉を経て、ＰＮＬ、ＵＳＲＰＬＵＳ、ＵＤＭＲによる連立合意が行われ、ＰＮＬ

のクツ首相率いる三党連立内閣が発足した。 

●１４日，警戒事態が３０日間延長された。２７日，新型コロナウイルスワクチン接種が開始した。 

【外政】 

●ＥＵサイバーセンター本部のブカレスト設立が決定。 

●ヨハニス大統領が欧州理事会に出席。温室効果ガス削減に関する２０３０年目標でＥＵ首脳合意。 

●チェルナボダ原子力発電所プロジェクト及びルーマニアでの民間エネルギー分野に関する協力についての 

ルーマニア・米国政府間協定署名。 

【経済】 

●２０２０年第３四半期のＧＤＰ成長率は，前四半期比５．６％，前年同期比▲６％を記録。 

（その後１月１２日付発表で，各々５．８％，▲５．７％に上方修正。） 

●２０２０年１２月４日の時点での欧州基金（２０１４～２０２０年）執行率４８％（約１４９億６，１６４万

ユーロ）（ＥＵ２７か国平均は５３％） 

●２０２０年１１月末のルーマニアの財政収支は対ＧＤＰ比で８％の赤字。 

【我が国との関係】 

●植田大使がヨハニス大統領に信任状を捧呈した。 

内政 

■ 新型コロナウイルスの感染状況・ルーマニア政府

の対応等（ワクチン関連を除く） 

・４日，政府は，屋内における市場の活動を停止する

措置の解除を承認した。 

・イエローゾーンリストが改訂され，５日以降，２７

の国・地域が入国隔離対象となった。（国家緊急事態

委員会決定第５６号）。 

・７日，学校のオンライン授業が２３日まで延長され

た（国家緊急事態委員会決定第５７号）。 

・１０日，イエローゾーンリストが改訂され，１１日

以降，３０の国・地域が入国隔離対象となった。（国

家緊急事態委員会決定第５８号）。 

・１４日から警戒事態が３０日間延長された（政府決

定第１０６５号）。 

・１４日、戦略的コミュニケーショングループは、報

道発表の中で、一定の地域を対象とした検疫措置が奏

功したことを発表した。例えば、シビウ市では検疫措

置導入前は１４日間の千人あたり発症数が１３．４３

人だったのが、検疫措置により、４．８６人まで抑制

された。同様のケースが、バイア・マーレ、ビストリ

ツァ等の都市でも見られた。 

・１７日，イエローゾーンリストが改訂され，１８日

以降，３７の国・地域が入国隔離対象となった。（国

家緊急事態委員会決定第６０号）。 

・２０日，政府は，英国で新型コロナウイルス変異種

が確認されたことを受け，２１日から１４日間，英国

との航空便を一時停止。また，イエローゾーンリスト

を改訂（英国を追加）し，２１日以降，３８の国・地

域が入国隔離対象となった（国家緊急事態委員会決定

第６１号）。 

・戦略的コミュニケーショングループによると，国内

で新規感染者数は減少傾向にある。１２月１４～２０

日は３４，０５９名であったが，その前の４週は４２，

０４０～５８，３９４名／週の間で推移していた。 

・３１日発表の国内での感染者数は，累積で６３２，

２６３名（前日比＋４，３２２名），集中治療を受けて

いる患者が１，１３０名，死亡者数は合計１５，７６

７名（前日比＋１７１名），治癒した者は５６０，７９
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３名，全国で延べ約４８０万件の検査実施，直近一日

の検査数は２１，５２８件。 

 

■ 新型コロナウイルスのワクチン対策 

・３日，ヨハニス大統領は視察先における会見におい

て，国防最高評議会がワクチン戦略を承認したと述べ，

来年初頭にはまず医療関係者やリスクの高い人々から

のワクチン接種が始められる予定であると述べた。 

・４日，政府のワクチンキャンペーンを統括するギョ

ルギツァ医師はメディアに対し，１０７０万人分のワ

クチンを発注していることを明らかにした。 

接種の優先順位は以下のとおり。 

第１段階：医療従事者，ケアセンターのスタッフ 

第２段階：高リスク者(６５歳以上の高齢者・慢性疾

患がある等)，生活に必要不可欠な人材(議員・政府

関係者，公共交通機関・施設の従業員等) 

第３段階：一般国民 

・１５日、政府のワクチンコーディネーターのギョル

ギツァ医師は、ビオンテックとファイザーの提供によ

る最初の１万回分（５０００人分）のワクチンが年末

までに接到することを明らかにした。 

・１７日、タタル保健相（当時）は、来年１月には６

０万回分のワクチンが接到予定であると述べた。また、

同大臣は、来年４，５月には、一般国民向けの接種を

開始し、６月末には国民の７割の接種を目標とすると

述べた。 

・２６日，クツ首相は，ルーマニアで最初の新型コロ

ナウイルスワクチン１万回分がブカレストのカンタク

ジノ研究所に到着した旨等述べた。ヴォイクレスク保

健相は，接種開始を受け，この瞬間は希望に満ちたも

のだが今後半年間引き続き留意が必要であると述べた。 

・２７日、国内でワクチン接種が開始された。最初の

ワクチン接種の対象となったのは、ブカレスト「マテ

イ・バルシュ」感染症病院の看護師。 

・２９日，新型コロナウイルスワクチン（約１４万回

分）がルーマニアに到着した。 

・３１日１７時時点発表の国内でのワクチン接種者は

過去２４時間で４，６２３名、２７日以降の累計は１

０，２８９名。また、通常又は軽微な副反応を示した

人数は、過去２４時間で９名、２７日以降の累計では

２６名。（新型コロナウイルス・ワクチン接種国家委

員会発表） 

 

■ 新型コロナウイルス（大統領発言） 

・２４日，ヨハニス大統領は，プレスリリースにて，

クリスマス及び新年に新たな規制が導入されることは

ないが，既存の規制の遵守を呼びかけた。 

・３１日、ヨハニス大統領は、新年に際してのメッセ

ージにおいて、COVID-19パンデミック前の普通の状態

に戻りつつあるが、これは我々日一人一人にかかって

いる、と強調した。 

 

■ 議会選挙 

・６日，４年に一度の当国議会選挙（上院，下院）が

実施された。投票時間は７：００－２１：００。投票

日当日は，朝５時から夜中の１時まで，新型コロナウ

イルスの外出制限が一時解除された。在外には７４万

人の有権者がおり、投票期間は，５日と６日の２日間。 

・９日，中央選挙管理委員会（ＢＥＣ）による，議会

選挙の最終結果は，以下のとおり。ＰＳＤが第一党，

ＰＮＬが第二党，ＵＳＲＰＬＵＳが第三党という結果

になった。また，事前の世論調査等では俎上に上って

いなかった，ＡＵＲが躍進し，第４党となった。 

          （上院／下院）        

ＰＳＤ（中道左派） 

       ２９．３２％／２８．９０％ 

ＰＮＬ（中道右派）  

       ２５．５８％／２５．１９％ 

ＵＳＲＰＬＵＳ（反既存政党勢力） 

１５．８６％／１５．３７％ 

ＡＵＲ（極右，ナショナリスト） 

     ９．１７％／ ９．０８％ 

ＵＤＭＲ（ハンガリー系民族政党） 

      ５．８９％／ ５．７４％ 

（以下は，足切りライン５％に届かず） 

ＰＭＰ（中道右派） ４．９３％／ ４．８２％ 

プロ・ルーマニア（中道左派） 

４．１３％／ ４．０９％ 

その他       ５．１２％／ ６．８１％ 

【政党略称】ＰＳＤ：社会民主党，ＰＮＬ：国民自由党，

ＵＳＲＰＬＵＳ：ルーマニア救出同盟・自由統一連携党，

ＡＵＲ：ルーマニア人統一同盟， 

ＵＤＭＲ：ハンガリー人民主同盟，ＰＭＰ：国民運動党 

【投票率：３３．２４％】 

足切りラインに届かなかった議席の再配分を受けた、

最終的な各党議席は以下のとおり。 

上院    ／ 下院      ／ 合計 

（定数146）／（定数330）／（466） 

ＰＳＤ 47議席  ／ 110議席    ／ 157議席 

ＰＮＬ 41議席  ／  93議席    ／ 134議席 

USRPLUS 25議席  ／  55議席    ／  80議席 

ＡＵＲ 14議席  ／  33議席    ／  47議席 

ＵＤＭＲ  9議席  ／  21議席    ／  30議席 

少数民族ｸﾞﾙｰﾌﾟ    18議席   ／ 18議席 

・１０日，議会入り出来なかった国民運動党（ＰＭＰ）

のトマク党首は，選挙の結果を受けて党首を辞任する
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考えを示した。また，同じく議会入りしなかったプロ・

ルーマニアのポンタ党首も，ＳＮＳ上で党首辞任を示

唆する投稿を行った。 

 

■ オルバン首相の辞任 

・７日，オルバン首相は首相府にて会見を行い，首相

職を辞任する考えを示した。同首相は，次期政権は，

中道右派の，国民の意向を代表し，ルーマニアのチャ

ンスや資源を生かせる政府でなくてはならない。我々

には，社会民主党（ＰＳＤ）抜きの政権を樹立すると

いう目的があり，自分は首相職にはこだわらない決意

をした，と述べた。同日後刻，ヨハニス大統領は，チ

ウカ国防大臣を暫定首相に指名した。 

 

■ 連立交渉、新議会の招集、クツ内閣の成立 

・９日、オルバンＰＮＬ党首は、クツ財務大臣を同党

の首相候補とすることを決定したと発表した。また、

ＵＳＲＰＬＵＳ、ＵＤＭＲと共に議会多数派を形成す

るための交渉を開始すると述べた。クツ財務大臣は、

今般の議会選挙で上院議員に再選。ＰＮＬ副党首、４

８歳。政界入り前はＩＮＧ銀行のチーフエコノミスト

であった。２月にオルバン第一次内閣が議会で不信任

となった際，首相に推薦された経緯がある。 

・１４日、ヨハニス大統領は、新首相の指名に向けて、

議会各党の代表者を大統領宮殿に招き、各党と個別の

協議を行った。ＰＮＬは、クツ財務大臣、ＰＳＤはラ

フィラ下院議員（ＷＨＯルーマニア代表）、ＵＳＲＰＬ

ＵＳは、チョロシュ元首相、ＡＵＲは、カリン・ジョ

ルジェスク氏をそれぞれ推薦した。ヨハニス大統領は、

各党との協議後に会見を行い、新内閣の首相を指名す

る条件が整っていないとして、少なくとももう一回協

議をする必要があるとの考えを示した。 

・１８日、議会選挙から１２日間を経て、ＰＮＬ、Ｕ

ＳＲＰＬＵＳ、ＵＤＭＲ間の連立交渉が成立する見通

しとなった。３党は、クツ財務大臣を首相とし、オル

バン前首相（ＰＮＬ）が下院議長、ＵＳＲＰＬＵＳが

上院議長職、ＵＳＲＰＬＵＳとＵＤＭＲがそれぞれ副

首相職を獲得すること、また、１８の大臣のうち、Ｐ

ＮＬが９ポスト、ＵＵＳＲＰＬＵＳが６ポスト、ＵＤ

ＭＲが３ポストを占めることに合意した。 

・２１日、ＰＮＬオルバン党首、ＵＳＲＰＬＵＳバル

ナ及びチョロシュ共同党首、ＵＤＭＲケレメン党首は、

クツ財務大臣を首相に提案することを含む２０２０-

２０２４年三党施政方針に署名を行った。 

・２１日、議会選挙後の初の議会上下両院が招集され、

オルバンＰＮＬ党首が下院議長に、アンカ・ドラグ元

財務大臣（ＵＳＲＰＬＵＳ）が上院議長にそれぞれ選

出された。 

・２２日、ヨハニス大統領は各議会政党との協議を踏

まえ、クツ氏を次期首相に指名した。ヨハニス大統領

の発表によれば、ＰＮＬ、ＵＳＲＰＬＵＳ、ＵＤＭＲ

は、三党共同でクツ氏を首相候補に推薦した。クツ次

期首相候補は、ヨハニス大統領との合同会見の中で、

安定した政権運営をしたいと述べ、当面の優先事項は

医療危機と経済危機への取り組みであると述べた。 

・２３日、次期連立与党三党（ＰＮＬ、ＵＳＲＰＬＵ

Ｓ、ＵＤＭＲ）は、閣僚名簿と施政方針を議会に提出

した。同日中に、議会の各委員会による各閣僚候補に

対するヒアリングが行われた。その後、クツ内閣に対

する信任投票が行われ、賛成２６０票、反対１８６票

により、信任された。その後、同日中に、大統領宮殿

における宣誓式を経てクツ新内閣が発足した。 

【クツ内閣閣僚名簿】 

-首相 フロリン＝ヴァシレ・クツ（ＰＮＬ） 

-副首相 イリエ＝ダン・バルナ（USRPLUS） 

ケレメン・フノール（ＵＤＭＲ） 

-財務相 アレクサンドル・ナザレ（ＰＮＬ） 

-内務相 ルチアン・ニコラエ・ボデ（ＰＮＬ） 

-外相 ボグダン・ルチアン・アウレスク（ＰＮＬ） 

-法務相 ｽﾃﾘｱﾝ＝ｸﾘｽﾃｨｱﾝ・ｲｵﾝ（ＰＮＬ） 

-国防相 ニコラエ＝ヨネル・チウカ（ＰＮＬ） 

-経済・起業・観光相 ｸﾗｳﾃﾞｨｳ＝ﾕﾘｳｽ＝ｶﾞﾌﾞﾘﾙ・ﾅｽｲ

(USRPLUS) 

-エネルギー相 ヴィルジウ＝ダニエル・ポペスク 

（ＰＮＬ） 

-運輸・インフラ相 カタリン・ドゥルラ（USRPLUS） 

-農業・地方開発相 ネキタ＝アドリアン・オロス 

（ＰＮＬ） 

-環境・水利・森林相 タンツォシュ・バルナ(UDMR) 

-開発・公共事業・行政相 チェケ・アティラ・ゾルタン

(UDMR) 

-欧州投資・事業相 クリスティアン・ギネア（USRPLUS） 

-労働・社会保障相 ラルカ・トゥルカン（ＰＮＬ） 

-保健相 ヴラッド・ヴァシレ・ヴォイクレスク

（USRPLUS） 

-教育相 ソリン＝ミハイ・クンペアヌ（ＰＮＬ） 

-研究・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化相 ﾁﾌﾟﾘｱﾝ＝ｾﾙｼﾞｳ・ﾃﾚﾏﾝ

（USRPLUS） 

-文化相 ボグダン・ゲオルギウ（ＰＮＬ） 

-青少年・ｽﾎﾟｰﾂ相 ﾉｳﾞｧｯｸ・ｶﾛﾙ＝ｴﾄﾞｩﾞｱﾙﾄﾞ(UDMR) 

 

■ その他 

・１日，ルーマニアのナショナルデーが新型コロナウ

イルスの影響で軍事パレードなしに行われた。 

・１４日、収監中のドラグネア元ＰＳＤ党首の新型コ

ロナウイルス感染が確認された。 



ルーマニア月報 

 
- 4 -

■ 世論調査 

・世論調査機関ＣＵＲＳによる政党支持率調査（１２

月１７-２１日、１，１００名を対象に実施） 

ＰＳＤ ３５％ 

ＰＮＬ ２６％ 

ＡＵＲ １５％ 

ＵＳＲＰＬＵＳ １４％ 

ＵＤＭＲ ４％ 

その他  ６％ 

・世論調査機関アヴァンガルドによる政党支持率調査

（１２月１０-２０日、９００名を対象に実施） 

ＰＳＤ ３５％ 

ＰＮＬ ２６％ 

ＡＵＲ １４％ 

ＵＳＲＰＬＵＳ １５％ 

ＵＤＭＲ ５％ 

その他  ５％ 

 

外政 

■ 要人往来・協議 

・１６日，チウカ暫定首相は，オスマニ北マケドニア

共和国外相がブカレストを訪問した際に会談し，北マ

ケドニアのＥＵ加盟プロセスにつき，ルーマニアは引

き続き支持する旨述べた。 

 また同日，アウレスク外相は，オスマニ外相との共

同記者会見で，北マケドニアのＮＡＴＯ加盟に歓迎の

意を表し、ＮＡＴＯ内での両国関係強化に合意した旨

等述べた。 

 

■ 欧州関連 

＜ＥＵサイバーセンター誘致＞ 

・９日，ブリュッセルにおいて，欧州サイバーセキュ

リティ・産業・技術・研究能力センター（ＥＵサイバ

ーセンター）本部のブカレスト設立がＥＵ加盟国の投

票により決定した。これは，ルーマニアがホストする

初のＥＵ関連機関。この決定に対し，ヨハニス大統領，

チウカ暫定首相，アウレスク外相はそれぞれ歓迎の意

を表した。 

＜大統領の欧州理事会出席＞ 

・８日、ヨハニス大統領は、１０，１１日の欧州理事

会開催に先立ち，ミシェル欧州理事会議長と、先方の

要請に応じて電話会談を行った。大統領府発表による

と、議題は、気候変動との闘い及びＥＵ・トルコ関係。

欧州理事会で、２０３０年までに温室効果ガス排出量

を１９９０年比で最低５５％％削減という、より野心

的な新しい目標を設定することで合意に達することに

つき、ヨハニス大統領は「ルーマニアはこの提案を支

持しているが、加盟国各国の状況と出発点を考慮に入

れる必要がある。」と述べた。また、トルコについては、

同国が依然としてＥＵの重要なパートナーであること

に留意し、「ＥＵ・トルコ関係へのバランスの取れたア

プローチと、共通の利益の分野での同国との協力を求

めた。」と述べた。 

・１０、１１日，ヨハニス大統領は欧州理事会に出席

した。理事会では、２０２１－２０２７年多年度財政

枠組みと欧州経済復興計画に関する議論が行われた。

また、重要な成果として、温室効果ガスを１９９０年

のレベルと比較して５５％削減するという２０３０年

のＥＵ目標に関し、ＥＵ加盟国首脳が合意した。１１

日、ヨハニス大統領はツイッターでこの合意を歓迎し、

ルーマニアの利益を損なうものではないと強調した。 

＜その他＞ 

・８日、ヨハニス大統領は，ＥＵ議長国を務める独が

主催した駐ブカレストＥＵ加盟国大使とのビデオ会議

に出席。大統領府の声明によると、大統領は６日の議

会選挙後の政治情勢に言及し、「新政府形成の主目的は、

国の再建と、ＥＵの意思決定プロセスにおいてより目

に見える積極的な役割を担うことであり、ＥＵの信頼

できるパートナーとしてのルーマニアの地位を強化す

ることである。」と述べた。 

 

■ 米国関連 

・７日，ギッツァ・ヌクリアエレクトリカ社ＣＥＯは

記者会見で，８日のリード米輸出入銀行総裁のチェル

ナヴォダ原子力発電所訪問により，３号基及び４号基

のプロジェクト実施オプションが具体化され、同社は

は早期に株主からその承認を得るであろうと述べた。

リード総裁は、同行は特定の基準に従ってプロジェク

トに資金を提供するとして、ルーマニア側からの資金

申請を期待すると述べた。ザッカーマン駐ルーマニア

米国大使は、ファーウェイやZTE等の中国共産主義企

業は、法の支配下にある国で容認されるべきではない，

かかる企業の目的は，自由な世界の安全を脅かすこと

にあるためであると述べると同時に、５Ｇ技術の実施

を含め中国との協力を拒否したオルバン首相を祝福し

た。同大使によると、リード総裁の今回の訪問は、チ

ェルナボダ・プロジェクト継続への米国のコミットメ

ントを示している。 

・９日，ポペスク経済相とザッカーマン駐ルーマニア

米国大使は，ビクトリア宮殿で，チウカ暫定首相臨席

の下，チェルナボダ原子力発電所プロジェクト及びル

ーマニアにおける民間エネルギー分野に関する協力に

ついてのルーマニア・米国政府間協定に署名した。 

・１８日付Adevarulによると，初のミサイルユニット

パトリオットは、米国製造業者 Raytheon Missiles＆
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Defenseによってルーマニアに配送された。 

 

■ 英国関連 

・２３日、ヨハニス大統領は、ツイッターで、ＥＵ・

英国間の将来関係交渉の妥結に対する歓迎のメッセー

ジを発出した。 

・２３日、外務省は、２０２１年１月１日以降、英国

で就労予定のルーマニア国民と１年半以上滞在予定の

ルーマニア国民にビザを導入すると発表した。 

 

■ 周辺国関連 

【モルドバ共和国】 

・２９日、ヨハニス大統領は、サンドゥ大統領の招待

を受けて、キシナウを公式訪問した。ヨハニス大統領

は、ルーマニアがモルドバ共和国民のために、最大２

０万回分の新型コロナワクチンを含む支援パッケージ

を準備したと発表した。また、ワクチン接種戦略を準

備するために専門家チームを同国に派遣するとともに

パンデミックの状況で必要な医薬品と医療用保護具を

提供し続けると語った。両大統領が署名した共同声明

によると、ルーマニアは、モルドバ共和国民の最も誠

実な支持者であり続けることを約束するとしている。 

【独】 

・１７日，COVID-19患者の集中治療室向けの医療機器

が独から寄贈され、軍用機によってブカレストに運ば

れた。同機で，１０月にアフガニスタンで負傷し，そ

の後ラントシュトゥール医療センターで治療を受けて

いたルーマニア軍関係者も搬送された。 

【仏】 

・１７日，ヨハニス大統領は，ツイッターで、コロナ

ウイルスに感染したマクロン仏大統領に対しお見舞い

のメッセージを送付した、と述べた。 

【ウクライナ】 

２４日、開発・公共事業・行政省は、ルーマニアとウ

クライナの共同運営プログラム２０１４-２０２０を

通じて、４２３７万ユーロ相当の５３件の契約（うち

４件は大型インフラプロジェクト）が締結されたこと

を発表した。 

【クロアチア】 

・２９日、ヨハニス大統領は、ツイッターで、クロア

チアでの地震発生後、同国との連帯の意を表明した。 

【その他】 

・１１日，ネクラエスク外務次官は，ブルガリア運輸・

情報技術・通信省主催の黒海/CMAのための共通の海洋

議題に関する閣僚会議に，２０２０年CMAステアリン

グ・グループのコーディネーターとして出席した。 
 

■ 国連加盟６５周年 

・１４日，アウレスク外相は，ルーマニアの国連加盟

６５周年及び国連創設７５周年の機会に、ルーマニア

外交研究所が主催した「多国間主義と平和」に関する

会議に出席。同外相は，ルーマニアはこれまでも，そ

してこれからも国連の積極的な加盟国であり，国連の

適切な機能に関与し，国際平和と安全の維持，持続可

能な開発や人権の促進，民主主義，法の支配等，あら

ゆるレベルで真の永続的な取り組みを行っていくと述

べた。 

 

経済 

■ 新政権下での緊縮財政 

・年末に報じられた新政権下での主な緊縮財政措置は

以下のとおり。クツ首相は、財政赤字対ＧＤＰ比７％

以下を目指す意向を示した。 

-１２月３１日に官報に掲載された緊急政令による

と、公務員の給与は、２０２１年通年、２０２０年１

２月の給付額と同レベルが維持される。 

-政府決定により、最低賃金（グロス）は２０２１年

１月１日からの増加率は３％にとどまり、毎月２２３

０レイから２３００レイとなる。 

-児童手当の２０２１年の増加は２０％にとどまる。

これにより月額２１４レイとなる。 

-年金引き上げ幅は１４％にとどまる見込み。 

 

■予算関連 

・２３日，予算案につき，クツ首相は，年初に準備が

整うであろうと述べるとともに，財政赤字は約７％と

なる可能性に言及した。同日，オルバン下院議長は、

予算案が議会に送られるのは来年１月だろうと述べ、

ドラグ下院議長も「１月後半には議会が予算を処理で

きるであろう。早ければ財務省は１月中旬に予算案を

最終決定するだろう。」と述べた。 

 

■ 企業支援関連 

・３０日、クツ首相は、緊急政令第３７号修正のため

の政令を採択したと述べた。これによると、銀行への

ローン支払いは最大９か月延期される可能性がある。

この法案は２０２１年３月３１日まで有効。支払い延

期の申請は３月１５日までに行う必要がある。 

 

■ ソフトウェア関連 

・２日付Ziarul Financiarによると，KeysFin社（ル

ーマニア情報関連企業）専門家は、ルーマニアのソフ

トウェア産業は今年約１２．５％の成長を遂げ，約８

２億ユーロに達すると予測するも，業界の売上高が７

３億ユーロに達した２０１９年よりも成長は緩やかに
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なると見ている。ソフトウェア産業は国の主要産業の

1 つであり、IT＆C 分野は２０１９年のＧＤＰの６．

１％、２０２０年上半期の７．１％を占めた。２０１

９年、国内には24.000以上のソフトウェア企業が存在

し、２０１８年より６．２％、２０１５年より３８．

９％増加。国内最大のソフトウェア企業は

OracleRomania SRLであり、売上高は約２億ユーロ（全

体の２．７％）、IBMルーマニア（１億９７００万ユー

ロ）、Ericsson Telecommunications Romania（１億６

１００万ユーロ）が続く。国内のソフトウェア業界の

上位１０社の総売上高は約１３億ユーロ、全体の１７．

６％に相当。 

・３日付news.ro.によると，ルーマニア・ソフトウェ

ア産業協会（ANIS）は、IT＆C 分野が，ＧＤＰ比にお

いて，現在の約６％から１０％に到達することを目標

としている。 

 

■ インフラ関連 

・１７日付economica.netによると，地下鉄Ｍ６線の

第１区間（1 MAI-TOKYO）の建設に４者が入札を提出し

たとMETROREXが発表。当初１０者が入札に関心を示し

ていた。今回、１２月２日の期限までに入札したのは、

トルコ、中国、ロシア、スペイン、イタリアの企業。

同区間の総投資額は６億９００万ユーロ、そのうち５

億１８００万ユーロはＥＵ基金により賄われる。 

 

■ エネルギー関連 

・３１日付Ziarul Financiarによると、ルーマニアの

電力市場は２０２１年１月１日から自由化される。一

般消費者への電力供給価格は、国のエネルギー規制当

局ANREによって規制を受けることはなくなり、顧客と

供給業者との間で締結された契約に基づいて電力が提

供される。顧客は、現在の供給業者又はANREに認可さ

れた他の供給業者と、新たな電力供給契約を締結でき

る。電力会社は、契約条項を修正する意図や値上げ理

由等を期限内に顧客に通知する義務を有する。 

 

■ 自動車関連 

自動車製造業者・輸入業者協会（APIA）発表による

主な自動車関連情報は以下のとおり（２日，８日，１

４日，２０日付けアジェルプレス報道） 

・２０２０年１～１１月のルーマニアの新車登録台数

は，前年同期比２５．３％減を記録。 

・２０２０年１～１１月のルーマニアの自動車市場は、

前年同期比２６．２％減を記録。 

・ルーマニアで、２０２０年年初１１か月間に７３０

０台超の新しい「グリーン」車が販売され、昨年同期

比約２２％増を記録。 

 

■ 航空関連 

・６日付アジェルプレスによると，国家統計局は、２

０２０年１～９月のルーマニアの空港交通量は６５．

５％減、乗客数は約１７７０万人（前年同期）から６

１１万人に減少した，とのデータを発表。 

・１７日，政府は、COVID-19パンデミックの影響を受

けたクルージュ、ヤシ、シビウ、ドルジュ、バカウの

地方空港の活動を支援するために、予算準備基金から

の２０７２万レイの割当てを承認した。 

 

■ 社会保障・労働関連 

＜労働全般＞ 

・２日、国家統計局発表によると、１０月のルーマニ

アの失業率（季節調整済み）は５．３％、失業者数は

４７万７千人と推定。(９月の失業率は５．１％、失業

者数４５万５千人)。昨年１０月の失業者数は３５万人。 

・３０日に承認された決定案によると、２０２１年の

労働市場での新規受け入れ外国人労働者数は、前年か

ら５千人減少し、２５，０００人となる見通し。 

＜最低賃金＞ 

・２３日、トゥルカン労働相は、記者会見で、来年の

最低賃金引上げの計算方法が変更となり、インフレ率

に応じて最低賃金が引き上げられると述べた。 

・２８日，クツ首相は，最低賃金について，２０２１

年に３．１％上昇し，グロスで現行２２３０レイから

２３００レイへ増加予定である旨述べた。 
＜児童手当引上げ＞ 

・３１日、トゥルカン労働相は、自身のFacebookで、

２０２１年１月以降、児童手当を２０％引き上げるこ

とを明らかにした。それによると、２歳児以上に月額

２１４レイ、２歳児未満及び１８歳以下の障害児は月

額４２７レイに増加予定。 

 

■ 経済状況・見通し 

・３日，クツ財務相は，ラジオゲリラに対し，ルーマ

ニアが国際市場からの融資を確保することに成功した

ことは、非常に重要な年にルーマニアが投資家の信頼

を得ることができた証であり、格付け機関がこれを考

慮に入れることを願っている，と語った。同大臣は、

ルーマニアは低コストで国際市場からの資金調達が可

能であるため、自身が財務相である限り、ＩＭＦとの

合意を求める必要はないと繰り返した。ルーマニアは

魅力的なコストで外国資本市場から２５億ユーロを調

達した、と公共財政省は２日に発表した。S＆P、ムー

ディーズ、フィッチの３つの主要な格付け機関はすべ

て、ルーマニアに「BBB－」格付けを与えている。 
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■ 公共政策 

・欧州基金省は，２０２０年１２月４日時点での欧州

基金（２０１４～２０２０年）執行率を４８％（約１

４９億６，１６４万ユーロ）と発表。（ＥＵ２７か国平

均は５３％） 

 

■ 財政政策 

・公共財務省は，２０２０年１１月末時点でのルーマ

ニアの財政収支は８４０億５，２９０万レイ，対ＧＤ

Ｐ比８％の赤字と発表。１０月末時点（７％）より１

ポイント上昇。 

 

■ 貿易関連 

・１２月１０日付国家統計局発表によると，２０２０

年１～１０月のルーマニアの貿易赤字は１４８億５，

８３０万ユーロ（前年同期比８億２，７５０万ユーロ

増）を記録。 

 

■金融等 

・１２月２日，１１月末の外貨準備高は３３３億９，

３００万ユーロ（１０月末は３３７億９，５００万ユ

ーロ），金準備高は１０３．６トン（前月から不変）。

（ＢＮＲ） 

・１２月１４日，１０月末の経常収支等について次の

とおり発表。 

（１） 経常収支は８７億７，８００万ユーロの赤字。

（前年同期；９１億１，７００万ユーロの赤字）。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，１７億５，４００

万ユーロ。（前年同期：４６億７，３００万ユーロ）。 

（３）中長期対外債務は，２０１９年末から１４．１％

増加し，８４７億７，１００万ユーロ (対外債務全体

の７１．２％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１９年末から３．５％減

少し，３４２億２，０００万ユーロ (対外債務全体の

２８．８％)。(ＢＮＲ) 

 

■格付（２０２１年１月１５日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (ネガティブ） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－ (ネガティブ） 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（ネガティブ） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（ネガティブ） 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (ネガティブ） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （ネガティブ） 

（内はアウトルック） 

【その他統計】 

・１２月１１日、１１月のインフレ率は２．１％。統

一消費者物価指数（ＨＩＣＰ）に基づく年率は１．７％。 

・８日，国家統計局発表のデータによると，２０２０

年第３四半期のＧＤＰ成長率は対前期比５．６％、対

前年同期比▲６％を記録した（注：その後１月１２日

付発表で各々５．８％，▲５．７％に上方修正）。政

府は通年で４．２％のＧＤＰの減少を見込む。年初９

か月間の経済は、工業、農業、小売業が落ち込みを見

せたが、建設部門とIT産業がプラスの貢献をした。 

・８日，ユーロスタット発表のデータによると、今年

第３四半期のＧＤＰ成長率は、前期比で，ユーロ圏１

２．５％、ＥＵ１１．５％。前年同期比で、ユーロ圏

▲４．３％、ＥＵ▲４．２％。仏（+ 18.7％）、西（+ 16.7％）、

伊（+ 15.9％）は、前四半期と比較して急増。ルーマ

ニアは、前期比５．６％、前年同期比▲６％。 

今年第３四半期の雇用の伸び（対前期比）は、アイ

ルランド（+ 3.3％）、西（+ 3.1％）、墺（+ 3.0％）が

特に高い伸びを記録。最大の減少は、リトアニア

（-1.9％）、ルーマニア（-1.0％）、ブルガリア（-0.5％）。

ルーマニアは、前年同期比で２．８％減を記録。 

 

 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季節調

整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

【１０月分統計】 

（１）鉱工業 

 ９月 １０月 

工業生産高  ▲２．８％ １．２％ 

工業売上高(名目)  ５．１％ ０．１％ 

工業製品物価指数 ▲０．９％ ▲１．１％ 

新規工業受注高(名目) １４．２％ ６．０％ 

工業生産高が加速。工業売上高（名目）及び新規工業受注高

（名目）が減速。 

 

（２）販売 

 ９月  １０月 

小売業売上高 

(自動車・バイク除く) 
３．５％ ５．７％ 

自動車・バイク売上高 ３．３％ ▲２．９％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

２．２％ 

EU２７か国 

２．１％ 

ユーロ圏 

４．３％ 

EU２７か国 

４．２％ 

小売業売上高（自動車・バイクを除く）が加速。自動車・バイク売上高

が減速。なお，１０月の小売業売上高（ユーロスタット）対前年同月比

では，アイルランド (＋１３．８％)が最も増加し，次いでデンマーク（＋

１２．５％）、リトアニア (＋８．５％)。 
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（３）その他 

建設工事 ９月  １０月 

１９．２％ ２３．７％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

９月 １０月 

€６０億７，０７０万 

（－０．５％) 

€６２億６,１３０万 

（－１．１％) 

RON２９４億７,１００万 

(２．０％） 

RON３０５億２１０万 

(１．５％） 

輸

入 

€７６億１,３１０万 

（４．４％) 

€８０億５,９７０万 

（－２．９％) 

RON３６９億５,２１０万 

(７.１％） 

RON３９２億５,８００万 

(－０．４％） 

  

【１～１０月分統計】 

（１）鉱工業 

 ９月 １０月 

工業生産高  ▲１２．８％ ▲１１．５％ 

工業売上高(名目)  ▲９．７％ ▲８．６％ 

新規工業受注高(名目) ▲８．８％ ▲７．１％ 

新規工業受注高(名目)若干加速。 

 

（２）販売 

 ９月 １０月 

小売業売上高 

(自動車・バイク除く) 
１．４％ １．９％ 

自動車・バイク売上高 ▲１０．０％ ▲９．３％ 

 

（３）その他 

建設工事 ９月  １０月 

１９．３％ １９．９％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

９月 １０月 

€４４８億１,１２０万 

（－１３．６％) 

€５１０億７,２５０万 

（‐１２．２％) 

RON２,１６０億８,４５０万 

(－１２．１％） 

RON２,４６５億８,５７０万 

(‐１０．６%） 

輸

入 

€５７８億７,１１０万 

（ー９．５％) 

€６５９億３,０８０万 

（－８．７％) 

RON２,７９１億４２０万 

(－７．８％） 

RON３,１８３億６,２２０万 

(－７．０％） 

貿

易 

収

支 

▲€１３０億５,９９０万 ▲€１４８億５,８３０万 

▲RON６３０億１,９７０万 ▲RON７１７億７,６５０万 

 

【１１月分統計】 

・消費者物価指数  

 １０月 １１月 

全体 ２．２４％ ２．１４％ 

食料品価格 ４．３４％ ３．８１％ 

非食料品価格 ０．６０％ ０．７８％ 

サービス価格 ２．８５％ ２．７７％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

－０．３％ 

EU２７国 

０．２％ 

ユーロ圏 

－０．３％ 

EU２７国 

０．３％ 

１１月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同月比では，ギリシャ

（▲２．１％）、エストニア（▲１．２％）、スロベニア及びキプロス（▲

１．１％）が最も低い。 

 

 

我が国との関係 

■ 植田大使の信任状捧呈 

１５日、植田大使は、ヨハニス大統領に信任状を捧呈

した。その際に行われた会談で、ヨハニス大統領は、

日・ルーマニア外交関係設立１００周年である２０２

１年に戦略的パートナーシップを発出することを含め、

二国間関係強化に向けてルーマニアが積極的に取り組

んでいくことを強調した他、地下鉄Ｍ６やブライラ橋

梁プロジェクトへの日本の参加に感謝を表明し、日Ｅ

Ｕの枠組みでも協力をしていきたいとの希望が示され

た。植田大使は、両国は普遍的価値を共有するパート

ナーであり、引き続きより良い二国間関係のため貢献

していきたいと述べた。 

 


